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■ 論文要旨 ■ 

当社では、効率的な内部監査を行なうため、３年前から内部監査を統合し、効率改

善に取り組んでいる。 

 以前は、内部監査が、業務監査、ＩＳＭＳ監査、ＱＭＳ監査の３部構成になってお

り、１年間でそれぞれの内部監査を行なっていた。 

そのため、管理者は、年間３回も監査を受けていた。また、監査部門も同様に時間を

費やしていた。監査の計画から実施、まとめ、報告と時間のかかる作業であり、この

工程を年間３回も行なっていたため、非常に効率の悪い監査ということに気づき、統

合内部監査制度を導入することにした。 

 統合内部監査は、１回の監査で業務監査、ＩＳＭＳ監査、ＱＭＳ監査での視点をす

べて取り入れるため、ポイントの絞り込みが必要であるが、年間１回の監査で済み、

効率化が図れた。 

 今後は、更なる監査内容の充実と時間の効率化を検討していく。 
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１．はじめに 

 １．１ 当社の概要  

当社は、昭和５２年１０月に「九州はひとつ」というスローガンのもと、九州７県の農

協系統信用事業の広域ブロックセンターとして設立され、昭和５５年よりオンラインシス

テムを稼働させた。 

その後、平成１６年５月には、全国の系統信用事業システム（ＪＡＳＴＥＭシステム）に

移行し、現在は、ＪＡＳＴＥＭシステムの県域センターならびに九州７県ＪＡの共同セン

ターとして、より一層のシステム開発および運用の充実に取り組んでいる。 

 

事業内容 

・九州７県ＪＡ・信連の信用事業に関する情報処理システムの開発、保守、運用 

・上記、ネットワークの設計・管理・運用・監視 

・計算事務の受託 

・情報提供サービス業務の受託 

・ソフトウェアの開発・販売 

・施設の賃貸ならびに受託管理 

 

組織構成 

・リスク管理部 

・管理部：人事総務班、企画管理班 

・開発部：開発営業班、開発１班、開発２班 

・業務部：ＪＡＳＴＥＭ班、事務集中班 

・運用部：運用統括班、システム運用班、基盤ＯＡ班 

 

 １．２ 内部監査の変遷  

当社は、設立されて３０年以上経つが、監査部門を担うリスク管理部が設立されたのは 

平成１８年である。 

 リスク管理部が設立されるまでは、管理部の一部署が監査を実施していた。 

当時の監査は、ＦＩＳＣ（金融情報システムセンター）のシステム監査指針を基準に監

査を行なっていたが、平成１７年からの個人情報保護法の施行、平成１８年の機構改革に

よるリスク管理部の新設およびＩＳＭＳ（情報セキュリティマネジメントシステム：ＩＳ

Ｏ２７００１）認証の取得により、業務監査、ＩＳＭＳ監査も実施することになった。 

しかし、監査基準がシステム監査と重複するため、システム監査を業務監査に含めて行

なうことになった。 

また、平成１７年には、運用部門においてＱＭＳ（品質マネジメントシステム：ＩＳＯ

９００１）認証を取得しており、業務監査、ＩＳＭＳ監査とともにＱＭＳ監査も実施して

いた。 

以前は、表１に示すとおり、内部監査が業務監査、ＩＳＭＳ監査、ＱＭＳ監査の３部構

成になっており、１年間でそれぞれの内部監査を行なっていたことになる。 
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                           表 1 内部監査の変遷① 

 

１．３ 過去の内部監査と問題点  

システム監査については、前節で述べたとおり、ＦＩＳＣのシステム監査指針を基準に

監査を行なうものである。 

業務監査は、システム監査に加え、各班における規程等の遵守状況あるいは各種様式の

正当性を確認するもので、監査部門の内部監査員が行なう。 

ＩＳＭＳ監査は、ＩＳＯ２７００１の認証規格に基づき、情報セキュリティに関し、適

切に処理が行われているかの正当性を確認するもの。 

これは、社内全体でＩＳＭＳ認証を取得していることもあり、社内で情報セキュリティの

内部監査員養成研修を受けることにより登録されたＩＳＭＳ内部監査員が実施する。 

ＱＭＳ監査は、ＩＳＯ９００１の認証規格に基づき、品質管理に関し、適切に処理が行

われているかの正当性を確認するもの。 

運用部門のみでＱＭＳ認証を取得しているため、被監査部門は限定されており、監査部門

の内部監査員が行なう。 

 

これらの監査に共通する作業として、以下の項目がある。 

① 各班との日程調整を行ないスケジュールを立てる。 

② 監査のチェックリストを作成する。 

（内部監査要員は、事前に監査するためのチェックリストを作成する。） 

③ 各班に対し、内部監査を実施する。 

④ 監査における指摘項目（不適合項目）をまとめる。 

⑤ 監査報告（傾向分析）を行なう。 

 

通常、監査する上では、必要な作業であるが、１年間に３回もこの同じ工程を行なっ 

ていた。 

いずれの監査にしても規程等の遵守（業務監査）、情報セキュリティ（ＩＳＭＳ監査）、

品質管理（ＱＭＳ監査）と監査の視点が異なるだけで、監査すべきところは共通してい

るため、非常に時間のかかる効率の悪い監査であった。 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

システム監査

業務監査

ＩＳＭＳ監査

ＱＭＳ監査

業務監査（システム監査含む）

ＱＭＳ監査

システム監査

ＩＳＭＳ監査
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２．統合内部監査への移行 

２．１ 統合マネジメントシステムの導入 

内部監査の性質が徐々に変化した背景には、前述した平成１７年の個人情報保護法の施 

行およびＱＭＳ認証の取得、平成１８年のＩＳＭＳ認証の取得がある。 

ＱＭＳ、ＩＳＭＳ認証を取得したものの、各マネジメントシステムの「Ｐ(PLAN)－Ｄ 

(DO)－Ｃ(CHECK)－Ａ(ACTION)サイクル」をそれぞれのシステムごとに運用していたが、各

マネジメントシステムの維持管理、それにかかる費用等において効率化を図りたかった。 

 そこで、平成２１年にＱＭＳとＩＳＭＳを統合し、統合マネジメントシステムを導入す

ることにした。 

個人情報保護に関しては、ＰＭＳ（個人情報保護マネジメントシステム：ＩＳＯ１５０

０１）を認証取得していないものの、個人情報取扱事業者としては当然、遵守すべきもの

であるため、統合マネジメントシステムの１システムとして含めた。 

統合マネジメントシステムは、図１に示すように、１つの大きなＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイク

ルの中のＤＯの部分で各マネジメントシステムのＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルが運営されるも

のである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 統合マネジメントシステムイメージ 

 

この統合マネジメントシステムの導入に伴い、内部監査の統合化が進んだ。 
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２．２ 内部監査の統合化  

ＱＭＳ監査とＩＳＭＳ監査は、それぞれの規格に監査の実施が定義されているため、規

格に基づき、規格の遵守性とマネジメントシステムの有効性を監査する必要がある。 

業務監査については、事業方針、規程等の遵守状況およびコンプライアンスや、情報セ

キュリティ、品質管理等、多岐にわたり監査を行なう必要があるが、監査の視点において 

一部ＱＭＳ監査やＩＳＭＳ監査との重複が見られる。 

そのため、統合マネジメントシステム導入の影響もあり、業務監査、ＱＭＳ監査、ＩＳ

ＭＳ監査を統合し、更にＰＭＳ、内部統制の視点を追加し、効率的な監査を行なうことに

した。 

平成２１年４月、統合内部監査への移行である。（表２に示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

表２ 内部監査の変遷② 

 

 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

システム監査

業務監査

ＩＳＭＳ監査

ＱＭＳ監査

業務監査（システム監査含む）

ＱＭＳ監査

システム監査

ＩＳＭＳ監査

統合内部監査
業務監査
システム監査
ＱＭＳ監査
ＩＳＭＳ監査
ＰＭＳ
内部統制
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３．統合内部監査導入の評価 

３．１ 時間とコストの軽減  

現在、統合内部監査は、以前と同様に各班の管理者に対して行っているが、それぞれの

内部監査を統合したことにより、内部監査が年間１回となり、被監査部門の管理者が拘束

される時間が低減した。年間３回行なっていた内部監査にかかる工数が、３分の１とまで

はいかないが、半減したことには間違いない。その半減した時間を別の業務にあてられる

ため、各業務の効率も向上した。 

監査部門も同様に、被監査部門との日程調整、チェックリスト作成、監査実施、監査報

告の一連の作業が１回で済むため、監査にかかる工数が低減され、監査以外の業務の効率

が向上した。 

また、前述のとおり、内部監査における運用の負担（時間）が軽減できるため、運用コ

ストが削減されることになる。 

監査部門、被監査部門そして会社にとって、非常に大きなメリットとなった。 

 

３．２ 多視点からの監査 

統合内部監査におけるメリットは、「時間とコスト」のみではない。 

業務監査、ＩＳＭＳ監査、ＱＭＳ監査を各々行なっていた頃は、各監査に特化した視点

（業務の視点、ＩＳＭＳの視点、ＱＭＳの視点）でしか監査していなかったが、統合する

ことにより、あらゆる視点から監査ができるようになった。 

 そのため、１つの監査案件から業務上の問題点、セキュリティ上の問題点、品質管理上

の問題点等、複数の問題点を発見し、改善方法・手段を検討できるようになった。 

 各マネジメントシステムが統合され、密になっている証拠（裏付け）である。 
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４．統合内部監査の現状と課題 

４．１ 統合内部監査の現状  

現在の監査は、１つの監査案件に対し、業務、ＦＩＳＣ、ＱＭＳ、ＩＳＭＳ、ＰＭＳ、

内部統制のあらゆる視点から行なっている。 

社内規程、ＦＩＳＣのシステム監査指針、ＩＳＯ規格（ＱＭＳ、ＩＳＭＳ）等を遵守で

きていない場合は、各視点から指摘する。 

例えば、 

社外へ電子メールを送信する時は、添付資料を暗号化することになっているが、遵守さ

れていない場合、以下の３つの視点からの指摘となる。 

①業務の視点 

 社内ＯＡに関する規程の不遵守 

②ＦＩＳＣの視点 

 8.4.A電子メール（チェックポイント）の不遵守 

③ＩＳＭＳの視点 

 A.10.8.4電子的ﾒｯｾｰｼﾞ通信（規格）の不遵守 

指摘された被監査部門は、この３つの視点について、是正処置を行わなければならない。 

是正処置については、ＱＭＳ認証、ＩＳＭＳ認証を取得している以上は、必ず実施すべ

きものであり（ＱＭＳ、ＩＳＭＳの規格に定義されている。）、再発防止に努めなければ

ならない。 

「なぜ、そのような事象が発生したか」「どうすれば再発防止できるか」を対応部署内

で十分に検討したのち、是正処置として実施される。 

是正処置をするうえでは、発生原因「なぜ、そのような事象が発生したか」が、重要に

なってくる。なぜなら発生原因によって処置方法が変わってくるからである。 

上記の電子メールの件を例にとると、 

原因が「添付資料を暗号化することを知らなかった」ということであれば、対象者への

周知徹底、教育・訓練を実施ということが考えられるが、 

「添付資料を暗号化することを忘れていた」ということであれば、システム的な制御を

実施ということになる。 

このように原因によって、まったく違った処置方法となるため、対応部署内で検討後に、

監査部門で再度、発生原因、是正処置が適切であるか図２のフィッシュボーン図を用いて

検討している。 

フィッシュボーン図は、「特性要因図」とも呼ばれ、一つの問題（発生事象）に対し、

考えられる原因を、全体的あるいは部分的に様々な角度から探ることができる。それは、

フィッシュボーン図が、わかりやすく構造化され、見やすく視覚化されているからである。 
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図２ フィッシュボーン図 

 

是正処置の実施後は、再発していないか、対象者への周知が出来ているかのフォローア

ップ確認を行なうことにより再発防止に努めている。 

「ヒト」「モノ」「カネ」の資源が必要となる大規模な是正処置については、経営者へ

提案し、処置の要否判断を仰ぐことになる。もし、経営者の判断が「否」の場合は、それ

に代わる代替案を検討するか、是正できないリスクを会社のリスクとして受容する必要が

ある。 

各班の内部監査終了後は、各班の結果をもとに統計を取り、会社全体としてどの部分に

脆弱性が見受けられるのか傾向分析を行ない、経営者へ報告する。 

この報告は、マネジメントレビューのインプットにもなり、翌年度の対応項目として取

り組まれる。 

 

 



 

- 10 - 

４．２ チェックリストの工夫  

 内部監査を実施するにあたり、各部署ごとに図３に示すチェックリストを作成するが、

質問事項（監査事項）を記述するだけでは、どの視点について監査するかが明確にならな

い。そこでチェックリストに監査の視点を入れた。（図３中の①） 

視点を入れることにより、監査事項に対してどの視点で監査するかを明確にでき、監査の

視点の漏れを防止している。（チェックリストを作成せず、監査を実施すると、監査視点 

の漏れが生じ、監査視点を網羅することが出来ないと思われる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ チェックリスト 

 

チェックリストの作成は、記録の管理をする意味でも有効である。ＱＭＳ、ＩＳＭＳの

規格では、記録の管理をすることが求められている。 

いつ、どこで、誰が、誰に、どの視点で、何を監査したか、どのような回答で、どのよ

うな指摘をしたかすべてが明確になる。 

  

４．３ 統合内部監査の課題と対応策  

統合内部監査の導入で、年間１回の監査で済むという大きなメリットを得た反面、監査

が年間１回のみのチャンスになった。 

年間３回の監査では、それぞれの監査においてポイントを決め実施していたが、年間１

回の監査では、その年に発生し得るイベントや環境変化等、監査のポイントを絞り込む必

要が出てきた。 

その方法として、各班の管理者へ監査をする前に、各部の所属長に対して、インタビュ

ーすることを考えた。 

当社では、年度末に各部ごとに翌年度の業務目標をたてる。業務目標は、システムの構

築、業務の改善、電算機器の設置等さまざまであるが、イベント、環境変化等について掲

げられている。 

この業務目標をもとに、所属長へインタビューを行なうことにより、所属長の目標への

思い、期待、不安や目標に対する課題や懸念事項が把握でき、監査のポイントを絞り込む

ことができた。 

 

① 
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５．今後の課題 

今後、取り組むべき課題としては、監査時間の短縮があげられる。 

統合内部監査となって、工数の低減は実現できたが、各班の監査にそれぞれ２日間かかっ

ている状況である。所属長のインタビューにより、ポイントを絞り込んでいるが、各部署

とも目標が複数あるため、ポイントが目標数分になっている。 

 時間短縮のためには、ポイントの更なる絞り込みが必要である。 

日頃から各部署の情報収集を行ない、各部署がどのような状況にあるかを把握することが

できれば、目標の課題や懸念事項の重要性が理解でき、更なるポイントの絞り込みが可能

と考えている。 

 また、情報収集することにより、業務スキルも向上し、密度の濃い充実した監査が行え

ると思っている。 

 

６．おわりに 

統合内部監査を導入して３年が経過した。 

統合マネジメントシステムの導入に伴い、業務監査、ＱＭＳ監査、ＩＳＭＳ監査を統合 

し、工数の低減ができたことは、喜ばしいことである。  

 しかし、これに満足することなく「今後の課題」の対応、更には監査内容の充実に向け

取り組んでいかなければならない。 

 

 監査は、被監査側からすると、自分たちの弱みを探られていると思われがちであるが、 

そうではない。マネジメントシステムがＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルを運営し、スパイラルア

ップさせていくように、監査も社内の弱み（脆弱性）を発見し、継続的に改善することで、

業務の向上、品質の向上、セキュリティの向上につなげていくものである。 

 

統合内部監査を行なうことによって、「社内の弱みを是正することができた」と言われ 

るように、今後も“改善のための監査“を行なっていきたい。 


